
Ⅱ 中学 部 の研究



目 次

１中学部の教育………………………………･……………………………………………6９

２生活単元学習の指導計画作成の基本的な考え方

（１）指導内容…………･…………･……………．．……………………･……………………７０

（２）単元の設定と主な学習活動・内容の構成…･……･………………･………･………7１

３実践研究

（１）実践研究の基本的な考え方………………･…………………………………………７５

（２）実践研究の視点･…………．．……………………･……………………………………７７

（３）実践研究の進め方

ア研究内容……………………………………･…･……………………………………７７

イ研究方法………………………･………………………………………………･……7８

４実践例………………………･………………………………………………………8４

５まとめと今後の課題………………………･……………………………………………9２



１中学部の教育

中学部は，義務教育後半に位置し，義務教育総仕上げの役割と，高等部と併せた中等教育の前

半を担う役割とを併せ持つという大きな特徴を持っている。つまり，小学部で養われた基礎的資

質を更に伸ばすとともに，集団生活や社会生活に必要な態度や能力を養って自分の将来に目を向

けさせ，高等部の教育へ引き継ぐ時期と位置付けることができる。

生徒は，１２歳から15歳という青年期の年齢に当たり，第二次性徴期，第二次反抗期，思春期な

どといろいろな呼び方をされ，子供から大人へと心身ともに大きく成長する時期，大人への入り

口の時期と言える。具体的には，興味・関心が身の周りの人や物から社会的事象へと広がるとと

もに行動範囲も広くなり，また，周囲の援助を断って自分一人で取り組もうとする反面，それま

で見られなかった問題やささいなことであったことが顕在化したり，障害の状態像が変化．固定

化することなども見られる時期である。

ところで中等部生徒を，辰見ビネー知能検査やＳ－Ｍ社会生活能力検査，津守式乳幼児精神発

達検査などの結果から見ると,,言語の意味理解に関する発達に遅れがあり，そのためルールを守

った集団遊びへの抵抗があることが分かる。また，調理や縫製や家庭器具の取り扱いなどに関し

て，未経験なため落ち込みがあると判断されることもある。しかし日常生活の様子を見ると，鬼

ごっこやハンカチ落としなどの集団遊びに友達を誘って積極的に取り組む生徒や，誘われるとみ

んなの中に入って遊ぶ生徒，ラジオや掃除機などのスイッチを操作することに興味を持っている

生徒などが多く見られる。また，雲仙の火山災害のような身近な社会の出来事に興味を持ち，教

師や友達に話しかけてくる生徒や，学校で経験したことを生かして家庭で手伝いをするようにな

った生徒も見られる。さらに，本校で実施した自我の成熟過程調査の結果から見ると，Ⅲ段階の

「自他を区別し，社会的承認を求め，集団生活への参加が芽生えてくる段階」や，Ⅳ段階の「自

己中心性から脱却し社会的承認を求める心が強く，自己客観視が芽生えてくる段階」などに多く

の生徒が位置している。このようなことから，集団生活や社会生活に必要な知識や態度の芽が大

きく膨らみかけている生徒が多くいることが分かる。

このように心身共に大きく変容する時期に，一人一人の心理的特性や成長及び行動特性などに

配慮しながら，自立した生活を送るための基盤となる健康で安全な生活を確立し，体力の向上，

集団生活や社会生活に必要な知識や態度の向上を促していくことは，より望ましい自立した生活

の方向性を示すことにつながり，中学部教育の果たすべき役割は大きいものがある。

そこで，教育課程編成に当たっては，生活単元学習と作業学習を教育課程の中核に位置付け，

全教育活動の中で様々 な授業形態の工夫（学年単位，男女別，縦割りなど）や直接的・具体的で

多種多様な体験の場の工夫，運動の生活化，体力の向上といった点に重点を置きながら，個に応

じた指導内容や，指導方法の工夫や充実を図っていくことにした。
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２生活単元学習の指導計画作成の基本的な考え方

(1)指導内容

中学部の生徒たちは，自己を中心とした生活から，友達や集団での活動を意識し始め，友達

との関係で競争心や役割意識が芽生え，友達や身近な人々 から認められたいという欲求が強く

表れる時期であり，自己の在り方を考えることができつつある段階でもある。また，この段階

における興味・関心は，日々 の生活でかかわりの深い人や物から，初歩的な社会事象・事物（家

庭生活や地域社会）へと広がってきている段階でもある。

そこで，こうした自我の成熟段階を踏まえ，生徒たちの生活上の課題と欲求，興味・関心等

とを関連付けながら，次のような指導内容を設定することにした。

欲求 ， 興味・関心

○自分のことは自分でした

いという欲求

○健康でありたいという欲

求

○目的意識の芽生え

○自他の比較の芽生え

○他人から承認されたいと

いう欲求

○集団への参加欲求

○社会的意識の芽生え

○決まりや役割の意識化

○大人への対抗心

○手伝いの意識化

○身近な遊具や道具への興

味

○身近な動植物への関心

(名前や特徴など）

○初歩的な社会の仕組みの

理解（身近な公共施設や機

関の利用）

○自己表現や伝達に関する

興味

○知識を得ることへの興味

表１指導内容一覧表

生活上の課題

○衣服の着脱や身だしなみなどの身辺

処理に関する基本的な事柄をより確か

なものにする。

○けがや病気をしないで，規則正しい

生活をする。

○自分の生活への見通しが持てたり，

自他の成長に気付いたりする。

○友達と一緒に遊びたいという自分の

意志を伝え，集団の中でうまくかかわ

る。

○集団の場でお互いを意識して活動す

る◎

○働くことへの興味・関心を持つ。

○日々の生活に使う器具や道具に興味

･関心を持ち，うまく操作する。

○自然への興味・関心を持つ。

○自分から進んで公共機関や公共施設

を利用する。

○いろいろな場面で自分の考えや意志

を伝える。

○文化や芸術への関心を持つ。

○言語・数量への関心を持つ。
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指導内容

○身辺処理に関する基本的な

事柄の定着化を図るような内

容

○健康に関する内容

○自分を知る内容

○いろいろな集団へ主体的に

かかわることができるような

内容

○役割意識を高めるような内

容

○友達同士のかかわり合いを

促すような内容

○働くことに関する内容

○家庭生活に必要な知識・技

術・態度を身に付けるような

内容

○作る活動を取り入れた内容

○自然との触れ合いを深める

ような内容

○公共施設や機関等の利用を

促すような内容

○自己表現を高めるような内

容

○文化芸術に関する内容

○言語・数量に関する内容



(2)単元の設定と主な学習活動・内容の構成

単元の設定，配列や単元の主な学習活動・内容の設定に当たっては，次のようなことに配慮

することにした。

ア単元の設定，配列

生徒たちが興味・関心や見通しを持って活動できるようにするために，その時々 の学校生

活の中心的活動になっている行事や季節的な行事を中心に単元を設定した。次に前述の生徒

の欲求，興味・関心や生活上の課題等を考慮して，「バスや電車の利用」，「校内宿泊学

習」，「校外宿泊学習」などの単元を設定した。

単元の配列に当たっては，学校行事や季節的な行事に関連した単元を配置し，単元相互の

関連や発展が図れるようにした。例えば「校内宿泊学習」の内容が「校外宿泊学習」へと発

展するように，また，「バスや電車の利用」の内容と「修学旅行」，「現場実習」，「年の

くれ」の内容と関連を持たせるようにし，以下表２に示すような単元を設定し配列した。

表 ２ 単元一覧表

月

４

５

６

６

７

単 ﾌ厄 名 月 単 ﾌ厄 名 月 単 ﾌ画 名

中学生 になって

新 しい学年
９ 運動会 １ 新しい年

バスや電車の利用 １０ 秋の野山，修学旅行 ２ 学習発表会

校内宿泊学習 １１
校内実習（１ ， ２年）

現 場実習（３年）
３

も
字

つ すぐ進級

もうすぐ卒業

校外宿泊学習 1２ 年のくれ

楽しい夏休み

※修学旅行については，隔年に２，３年生が実施する。

イ単元の主な学習活動・内容

単元の主な学習活動・内容を設定していく際には，生徒の生活やまとまりや流れを大切に

していくことにした。

生徒たちがＲ常の生活の中でいろいろな活動を主体的に行ってきている。それには共通す

るまとまりや流れがあるように思う。それはまず計画を立てる→いろいろなものを準備する

→練習する→実施する→反省するのまとまりや流れである。そのことで単元の各活動に目的

意識が持てるようになり，生徒たちは意欲的・主体的に学習活動に取り組むようになる。例

えば，「調理をする」ということで栄養素やカロリーについての学習や包丁の使い方と称し

て粘土を切る練習を取り出して活動を設定するなどいろいろな活動を寄せ集めたようなもの

でなく，生徒の生活としてのまとまりや流れを十分に大切にする必要がある。表３の「校内

宿泊学習」の例に示したように「調理の練習をする」では調理の練習だけでなく，「献立を

決める」，「買い物をする」「調理用具などの準備をする」，「調理をする」，「試食す
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る」，「後片付けをする」の一連の活動を設定している。また，単元の主な活動を見てみる

と，校内宿泊の計画，準備・練習，実施，反省の４つのまとまりととらえ単元を構成してお

りまとまりや流れを大切にしていることが言える。

表３「校内宿泊学習」の主な学習活動・内容

－７２

更に具体的な学習活動・内容を設定するに当たっては，前述した指導内容を十分配慮し，

次のような視点を設けることにした。

○学習活動の場の拡大（家庭や学校から身近な社会へ）

生徒たちの興味・関心や活動範囲は，身の周りの人や物から地域の社会へと目が向いて

きている。そこで，学習活動として自然に触れ合うような活動や近隣の施設の利用，地域

住民とのかかわりを広げるような活動などを設定した。例えば，宿泊の練習で調理の活動

を行う場合，実際，スーパーや青果店などに行って買物を行う活動を設定する。また，入

浴の練習・実施は校内で行うのではなく〆近くの公衆浴場を利用する。更に「バスや電車

の利用」では官公署やデパート，放送局など生徒の実態に応じていろいろな場所を経験さ

せるようにした。

○現実の生活を大切にした活動

生徒たちは日常の生活の中で自分のことは自分でしたい，大人と同じようにしたい，手

伝いをしたいなどの欲求，興味・関心が見られるようになってきている。そこで，家庭や

学校生活の中で実際活動していることに十分目を向け，活動を設定していくことにした。

具体的には，衣服の着脱，食事，整理整とんなどの日常繰り返し経験している活動や生徒

月 単 ﾌ厄 名 主な学習活動・内容

５
月
下
旬
～
６
月
中
旬

校内宿泊学習

１校内宿泊の計画を立てる。

(1)昨年の校内宿泊について思い出す。

(2)今年の校内宿泊の計画を立てる。

(3)準備や練習する内容を話し合う。

２校内宿泊の準備や練習をする。

○宿泊の準備をする。

●

●

持ち物の準備をする。

係別活動の準備をする。

集会， ゲーム，レクリエーション

○宿泊の練習をする。

●

●

●

●

●

入浴・洗濯の練習をする。

調理の練習をする。 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

寝具の扱い方の練習をする。

レクリエーションの練習をする。

掃除の練習をする。

３校内宿泊をする。

４反省をする。

①献立を決める。

②買物をする。

③調理用具の準備

をする。

④調理をする。

⑤試食をする。

⑥後片付けをする。



が興味・関心を持ってきている身近な器具・道具などの取り扱いを促すような活動など設

定していく。例えば，「校内宿泊学習」では調理を夕食だけでなく朝食も設定した。そし

て調理活動を行う場合，家庭でよく使う調理器具を積極的に取り入れ，掃除や洗濯の練習
の場面ではほうきで掃いたり，手もみ洗いをしたりなどの活動に加えて，家庭で使ってい
る掃除機や洗濯機を使う活動を取り入れるようにした。

○集団構成の工夫

生徒たちは友達や集団での活動を意識し始め，友達との関係で競争心や役割意識が芽生

え，友達や身近な人々 から認められたいという欲求が強く表れる時期である。生徒たちに
とって学級集団だけでなく，いろいろな集団（学年を解いた集団）の場でお互いに決まり

や役割を意識して活動すること（係別活動）は，大切なことである。また，生徒たちの様々
な欲求，興味・関心等に柔軟に対応しやすいという面からも，学年を解いた係別活動を取
り入れることにした。例えば，「校内宿泊学習」での，持ち物の準備や入浴の練習では，
男女別で活動し，調理やレクリエーション，掃除の練習などでは学級を中心とした活動を
設定し，係別活動（集会，ゲーム，レクリエーション）では学年を解いたグループで活動
するというように，活動内容を考慮して集団構成をした。外の単元の「中学生になって」，
「新しい学年」，「校内宿泊学習」などでは学級を中心に活動が展開し，「校外宿泊学
習」，「学習発表会」などでは学年を解いた集団での活動を中心に活動が展開するように
した。

以上のような視点を持って生活単元学習の学習活動・内容を設定し，指導計画を作成して
きた。表４は指導内容が各単元にどのように関連付けられているのか，一覧表にまとめたも
のである。この分析表は，縦軸に指導内容を，横軸には各単元を配列し，各単元の指導内容
については，主な関連内容と関連内容に分けて示すことにした。表を見ると，身の周りの人
や物とのかかわり合いを促すような内容や，役割意識を高めるような内容が多くの単元の中
に押さえられていることが分かる。今後この分析表を基に一つ一つの指導内容が年間の各単
元間でどう関連，発展させていけばよいのか，その指導の工夫はどうあるべきかなどを検討
していこうと考えている。

現在，指導計画を基に実践を進め，各単元ごとに反省を行い，学習活動・内容や指導上の
留意点などの見直し作業を進めてきているところである。
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表４単元の分析表

｜

－
｜」

(※●・・・主な関連内容○・・・関連内容）

－７４－

新
し
い
．
学
年

中
学
生
に
な
っ
て

バ
ス
や
電
車
の
利
用

校
内
宿
泊
学
習

校
外
宿
泊
学
習

楽
し
い
夏
休
み

運
動
会

秋
の
野
山

修
学
旅
行

校
内
実
習
現
場
実
習

年
の
く
れ

新
し
い
年

学
習
発
表
会

も
う
す
ぐ
卒
業

も
う
す
ぐ
進
級

関
す
る
内
容

自
分
自
身
に

１生活の基本動作に必要な内容
● 衣服の着脱，排せつ，食事，整理整とん

２健康に関する内容
● 身体の清潔，病気，けが。規則正しい生活

３自分を知る内容

○

●

● ○ ●

●
一
●

○

○

○ ○

○

○

● ●

○

●

合
い
を
促
す
よ
う
な
内
容

身
の
周
り
の
人
や
人
物
と
の
か
か
わ
り

１いろいろな事象へ主体的にかかわることができるような
内容

● 身体運動を取り入れた内容

● 作る活動を取り入れた内容

● 自然との触れ合いを深めるような内容

● 生の作品に触れるような内容

● 社会事象（年中行事）に関する内容

２家庭生活に必要な知識・技能・態度を身に付けるような
内容

・身近な器具・道具の使い方に関する内容

・安全に関する内容（交通ルール，登下校の安全など）

● あいさつ，対応に関する内容

３家庭や学校の近隣とのかかわりを広げるような内容
● 近隣の施設の利用を促すような内容（商店，公園，銭
湯）

○

○

○

一
一
一
○
｜
｜
｜
●
一
○
一

｜
●
’
一
一
一
○
一
○
’
一

●

一
●
一
●
一
一
一
○
’
○
一
’
○

○

●

●

●

●

○

一
○
一
●
一
一
一
一
一
一

○

一
一
○
一
一
一
一
●
｜
’ ○

一
○
一
一
一
●
一
○
’
一
○
一

○
’
○
一
一
一
●
’
○
一
一
○
一

○

● ○

○

を
促
す
よ
う
な
内
容

集
団
で
の
か
か
わ
り
合
い

１役割意識を高めるような内容
● 教室での係活動や行事での係に関する内容

● 共同的活動を取り入れた内容

２自己表現力を高めるような内容
● 発表の内容を多く取り入れた内容

３友達同士のかかわり合いを促すような内容
● 異年齢集団を取り入れた活動・交流学習での活動
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３実践研究

（１）実践研究の基本的な考え方

わたしたちは，これまでの「かかわり合いの豊かな子供をめざして」の研究において，「テー

マの共有の度合いを高める」ことを視点とし，指導法の研究を進めてきた。そして，今年度は
「かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成」という研究主題に基づき，まず生活単

元学習の指導計画作成に取り組んできており，その具体的な内容については前項で述べたとお

りである。そこで実践研究においては，それぞれの単元の実践を通して，以下に述べる「テー

マのよりよい共有を図る」という中学部の研究の視点から，これまでの指導法に継続して取り

組み，より確かなものにしていくと同時に，わたしたちの作成した指導計画における学習活動
の設定の仕方，その展開の在り方等についても検討を加え，指導計画をより充実したものとし

ていこうと考えている。

(2)実践研究の視点

休み時間，Ａ君はボールを打ち上げては自分でキャッチすることを繰り返し，一人でケーム

をしている。その横では，Ｂ君が同じようにポールとバットを持ちながらも，教師に野球をし

ようと誘いかけ遊んでいる。また，別の場所に目を転じてみると，数名の生徒たちが丸くなっ

て坐り込み，ハンカチを落とし合っては友達を追いかけたり，逃げ回ったりその友達を応援し

合ったりしてゲームをしている様子が見られる。一方，授業場面では，友達の活動の様子を見
て自分も活動に参加したり，友達と分担して行事の準備をしたり，作品を製作したりしている。

中学部では前項で述べたように，生徒たちの発達の様子等から，「集団参加能力の向上」「社

会性の伸長」といったことに中心的に取り組むことになる。そこで，先に述べたような生徒た

ちのかかわり合いの状態に視点を向けたとき，生徒一人一人が活動する際に持つ「○○をする」
※注１

というテーマが，教師と生徒，生徒同士，あるいは集団内での力､力､わり合いを高める視点とし

て浮かび上がってきたのである。

先の例で示したように，人は何らかのテーマを持ち行動する。Ａ君，Ｂ君は「野球をする」

という類似したテーマをそれぞれが持ち，自分でボールを打ち上げたり，あるいは教師に誘い

かけボールを打ったりするという行動を起こしているのであろうし，また，円陣になっている

生徒たちは，「ハンカチ落としゲームをする」というテーマをそれぞれが持ちながら一緒に遊
んでいるのであろう。ここで，かかわり合いという視点からこれらの生徒たちの様子をとらえ

てみよう。Ａ君，Ｂ君は，それぞれが「野球をする」という類似したテーマを持ちながらも，

並行的に遊んでいる状態である。Ａ君は自らのテーマに沿って「ボールを打ち上げ」「ボール
をキャッチ」しているのであり，またＢ君も同様に「バットを振って」いるのである。このよ

うな状況では二人に直接的なかかわり合いは見られず，豊かにかかわり合っているとは言いが

たい。言い換えれば，「野球をする」というお互いのテーマを意識し合えず，共通したテーマ

注１

－７ ５ －

ここでいうテーマとは，人が人や物にかかわっていくときに，欲求や興味・関心などをもとにその
人の中に生まれる「○○をする」という心象的なものであると同時に，後述するエピソードをまとめ
る枠組としてとらえている。



としてそれに沿って行動を起こしてはいないのである。しかしながら教師がＡ君，Ｂ君それぞれ

の持つ欲求や興味・関心などを考慮しながらゲームを組み立て援助していくことで，「ボールを

投げる」「打つ」「ボールを拾う」といった「野球をする」という一つのテーマに沿った活動を

お互いに意識し合いながら展開していくこともある。わたしたちは，このように生徒たちの持つ

テーマがお互いの間で共有し合えた時にかかわり合いが生まれ，そのテーマをお互いの間でより

よく共有できるようになることがかかわり合いが豊かになることであるととらえた。つまり，

「テーマを共有する」とは，ある一つのテーマに関する行動をお互いが展開し合いかかわり合う

ことであり，「よりよく」とはそのテーマに沿ってより様々な行動や高次な行動を展開するよう

になることであるととらえたのである。

ところで，人がテーマを持つということに当たってどのようなことが契機となるのであろう

か。わたしたち，そして子供たちの周りには様々な人や物が存在している。子供たちはこれら

の人や物に触発され，何らかのテーマを持つものと考えられる。しかし，これらの人や物すべ

てが子供にテーマを生み出させるものとはなり得ない。子供たちのこれまでの経験，興味・関

心，欲求などといったものが，そこにあるボールやバット，教師，友達，あるいは他者の行動

（その背景にあるテーマ）といったものと結び付き，そのことへの適度の自我関与が働くこと

で，「○○をする」というテーマが生まれ出てくるものと考えられる。

また，人と人とがよりよくテーマを共有するということに，どのようなことが関与している

のであろうか。先に述べたように，わたしたちはテーマに沿って，より様々な行動や高次な行

動を展開するようになることを「よりよく」としてとらえた。言い換えれば，テーマとしての

まとまりがより大きくなること（図１参照）とも言えようが，そこにはまず，子供たち一人一

人の持つ認知的，身体的あるいは情緒的なスキルの量的・質的な違いということが考えられる。

つまり，「野球をする」というテーマは，ルール理解の仕方の違いやボール，バットの使い方

といった身体的操作性の違いにより，一人一人の中でテーマとしてのまとまりは異なっている。

そして，そのまとまりがより大きくなることが「よりよさ」へと結び付くのである。それに加

えて，テーマを共有し合う中での自己の意識化のあり方ということが大きく関与しているよう

にも考えられる。ある一つのテーマを共有する過程，あるいは共有し合ったかかわり合いにお

いて，その時々の自分と他者とのテーマの関係をどのように認識し，他者との関係の中で自分

の行動をどう規定するかで，その「よりよさ」が問われてくるのである。先の並行的に遊ぶＡ

君とＢ君がお互いのテーマの存在を意識し，その関係を理解し合えるようになることは，共有

への発展へと向かう一つの前提となるものである。更に，共有し合い遊ぶ「ハンカチ落とし」

の中で，追いかける者と追いかけられる者との関係を理解したり，相手のテーマのまとまりを

意識して，一緒に逃げてあげたり，ゆっくりと追いかけてあげたりなど自らの行動を調整した

りできるようになることが，お互いの間で共有されているテーマを，よりまとまりの大きなも

のとし，「よりよさ」へと向かわせるものと考えられる。

以上述べたように，わたしたちは「テーマのよりよい共有を図る」という視点から実践研究

を進めていこうと考えた。このことはとりもなおさず中学部生徒のテーマへの自我関与を促進

させ共有した中での自己の意識化を図りながら，友達や教師との「かかわり合いの接点」を広

－７６



げていこうとするものであり，中学部で中心的に取り組む集団参加能力，社会性の伸長といっ

た課題に結び付くものであると同時に，かかわり合いの豊かな子供を育てる一視点となるもの

であると考える。

(3)実践研究の進め方

ア研究内容

注２

わたしたちは，「テーマのよりよい共有を図る」という視点から次のような研究内容を考

えた。

(ｱ）テーマの設定・構造化

わたしたちは，「テーマを共有する」ということを，ある一つのテーマに関する行動を

お互いが展開し合いかかわり合うことととらえた。そこで，共有の状態をとらえるに当た
※注２

って，生徒の行動を一つのテーマに組み込まれたエピソードとして位置付け，テーマを構

造的にとらえていくことにした。例えば，「野球をする」というテーマは，それを持つこ

とによって「ボールを投げる」「ボールを打つ」などの様々 なエピソードが展開される。

養蝋蕊珂重鮮｡己珪
し，よりまとまりの大きな

テーマとして図１に示したよ

めよ耐にＩの生徒の劃駕:E悪管騨
うに構造化されることもあ

る。

示した行動（エピソード）を

テーマの構造の中でとらえて

いくことで，生徒一人一人の図１テーマ「野球をする」のまとまりの違いとその構造

テーマとしてのまとまり，あるいは共有の状態についてとらえていけるものと考える。ま

た，このような考え方に立つことで，テーマの共有を図るための生徒一人一人に対する学

習活動の設定の視点が明確にされるものとも考える。つまり，指導計画，授業レベルそれ

ぞれにおいて主となる学習活動を中心テーマとして設定し，そのテーマを生徒一人一人の

興味・関心，欲求体系あるいは認知・身体・情緒的レベルに応じた活動（エピソード）に

より構造化する。そのことにより，個々 の生活のテーマへの自我関与を促進させ，共有が

図られるようになると考える。

ここでいうエピソードとは，テーマを持つことにより展開される行動（テーマを構成する要素）で

あると同時に，それ自体がその時々 のテーマとして存在するものとしてテーマとは相対的なものとと
らえている。つまり，図１の「攻撃する」は，「野球をする」の－－つのエピソードであると同時にテー
マとして存在するものでもあり，そのことで「ボールを打つ」「塁に走る」などのエピソードが展開
されると考えるのである。

－７７



(ｲ）物

ある生徒は，教室にあるポールやバットを見て野球ゲームを始める。またある生徒はボウリ

ングゲームをしようと教室の中のボールやピンを探し出しゲームを始める。このように人の物

に対する行動は，物により触発された外在的な動機による場合と，自分の内にあるイメージを

もとに物にかかわる内在的な動機による場合とがある。つまり物の存在により，欲求，興味・

関心が揺り動かされテーマが生み出される場合と，あるテーマをもとに物へとかかわる場合と

が考えられるのである。先の「野球をする」生徒にとっては，そこに存在したボール，バット

といった物が欲求，興味・関心を揺さぶり，テーマを生み出させる物として存在したものと考

えられる。わたしたちが，物（教材・教具）を設定していくに当たっては，このように生徒に

テーマとして意識させる物，つまり，外在的動機付けを図る物を検討し，設定していくという

ことになる。そこで，個々の生徒の認知的意味付け，身体的操作性等を考慮しながら，欲求，

興味・関心等に働きかけテーマを生み出し，様々なエピソードを展開させうる物という視点か

ら検討し設定を試みることでテーマのよりよい共有が図れるようになると考える。

(ｳ）活動相手

生徒たちの日常の様子を見ると，生徒同士で野球ゲームをしたり，音楽を聴いたりするなど

のテーマを共有して活動し合う場面はよく見られる。しかし，そこでのかかわり合い，テーマ

の共有のよりよさは様々である。その違いを生徒一人一人の持つテーマのまとまりの違い，自

己の意識レベル等の違いをもとに比較検討してみると，次のようなことがいえる。

○かかわり合う生徒相互が，テーマに基づいてどれだけの行動（エピソード）を展開できる

か，その量的・質的違い（テーマのまとまりの違い）により共有の状態は異なる。

○テーマを共有したかかわり合いの中で，相手のテーマと自分のテーマとの関係を認知した

り，自分の役割を意識したりなどの自己の意識化の状態により共有の状態は異なる。

このことを「野球をする」というテーマで説明してみよう。Ａ君がＢ君に野球をすることを

誘い，二人でゲームを始める。お互いに「野球をする」というテーマを共有し，そのことに関

する「ボールを投げる」「打つ」などのエピソードを展開はするものの，一方が野球ゲームに

関する十分なエピソードを持ち合わせない場合には，二人の間のよりよい共有は望めないであ

ろう。また，「ボールを投げる」「ボールを打つ」というお互いのテーマの関係を理解し会え

ず，同時に，打ちたいという欲求のみで行動を起こしてもよりよい共有とはなり得ないのであ

る。

そこで，個々の生徒の持てるテーマとしてのまとまり，自己の意識レベル等を考慮して活

動相手を検討していくことで，よりよく共有できるようになるであろうと考えた。

イ研究方法

実践研究を進めるに当たって，わたしたちは図２に示すような手順で研究を進めていくこと

にした。
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生活単元学習の各単元の学習活動は，生徒たちの欲求，興味・関心等を考慮し，生徒の生
活のまとまり，流れを考慮し設定したものである。

そこでわたしたちは，単元での中心的な学習活動，目標活動を単元の中心テーマとして設

定し，そのテーマがよりよく共有されるように，生徒一人一人の持てるテーマ，意識のまと

まりや流れを考慮し学習活動を構造化していくことにした。
図３は単元「校内宿泊」での例である。ここでは「校内宿泊をする」ということを中心テー

マとしてとらえ，学習活動を構造化したものである。
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②テーマの設定・構造化と物，活動相手の設定

前述した単元の構造に基づいて一単位授業を展開していくことになるわけだが，その際わ

たしたちはまず，学習活動を構造的にとらえ，その中心的な学習活動をテーマとしてとらえ

ていくことにした。そして，そのテーマをよりよく共有できるようにしていくために，生徒

一人一人の欲求や興味・関心等の実態を考慮しながらテーマを構成するエピソードを探り出

し構造化を図った･また，テーマやそれぞれのエピソードを生徒たちに生み出させる物，よ

りよく共有していくための活動相手についても実態を基に検討し設定していくことにした。

図４は，「校内宿泊」における「掃除の練習をする」授業の学習活動の構造図である。こ

の授業においては，生徒たちの社会的承認を求めるという欲求や身近な家庭器具への興味・

関心等を考慮して「掃除コンクールをする」というテーマを設定した。そして，「掃除をす

る」生徒，「審査をする」生徒という関係で活動相手を設定し，個々の生徒の持てるであろ

うエピソードを考慮して構造化した。また他者から認められたいといった欲求に働きかけた

り，生徒の中に芽生えつつある競争意識や役割意識を刺激したりして，生徒にテーマやエピ

ソードを意識させるであろう得点表や○×カードといった物（教材・教具）を考慮して設定

することで，テーマや個々のエピソードを意識させ共有を図ろうとしたものである。
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③評 価

わたしたちは，前述したように授業場面で中心となる学習活動をテーマとし設定し，その

テーマを構成するエピソードを生徒一人一人の実態から探り出して構造化していくとともに，

それらのテーマやエピソードを生み出す物，活動相手等を検討し設定することでテーマのよ

りよい共有をめざしてきた。そこで，よりよく共有できたかどうかということと合わせてテー

マの設定の仕方，物，活動相手の設定はどうだったのかを図２に示すような手順で評価して

いくことにした。

具体的には，まずテーマの構造図と生徒一人＝人が授業において実際に展開したエピソー

ドとを照合し，授業場面での実際のテーマの構造を分析する。そして，授業前に予想した生

徒のテーマのまとまりとの比較検討を行い，個々の生徒がよりよく共有していたのかを評価

する。更に，活動相手との間で展開されたエピソードを分析することで，お互いの共有の状

態についての評価を行う。図５は，上述した「掃除コンクールをする」というテーマにおけ

る評価の一例である。

図に示したＣ君，Ｄ君それぞれのテーマの共有の状態はどうだったのであろうか。この授

業においては，学級の生徒が一人ずつ交互に掃除機で掃除し，他の生徒たちがそれを審査す

るという状況設定であった。さてＣ君の場合，「掃除機で掃除をする」については自らの持

てるであろうエピソードを十分に展開しているものの，「審査をする」際には，友達の活動

への注意が乏しく持てるはずのエピソードを十分に展開するまでには至らず，よりよく共有

したとはとらえがたい。しかしＤ君の場合，「掃除をする」「審査をする」ともに十分なエ

ピソードを展開し，更に掃除をする友達に対して「指摘する」などのエピソードも見せてい

る。構造としてとらえられるテーマとしてのまとまりも事前に予想したまとまりより大きく，

よりよく共有していたと言うことができる。

では，この二人の間での共有の状態はどうだったのだろうか。Ｃ君が掃除をする場面にお

いては，Ｄ君は「掃除コンクールをする」というテーマの中での「掃除をする」Ｃ君と「審

査をする」自分との関係を認識し，掃除する様子をよく見て審査したり，掃除機の後始末の

仕方やゴミの残った場所を教えてあげたりするなどのエピソードを展開している。またＣ君

も，そのＤ君の援助に応じてエピソードを展開しており，よりよく共有していたものと評価

できる。しかし，Ｃ君が審査する場面においては，Ｄ君の掃除の様子を見て審査するという

行動を調整するまでには至らない状態であった。このようにとらえていくと，この場面で二

人はよりよく共有していたとは言いがたい。

このようにして生徒一人一人，活動相手との共有の状態について評価を行うとき，わたし

たちの設定したテーマとその構造化，物，活動相手の設定の仕方はどうだったのであろうか。

わたしたちは，テーマを「掃除機で掃除をする」「審査をする」.という二つのエピソードの

まとまりとしてとらえ構造化したのであるが，役割の意識化の不十分なＣ君にとって「審査

をする」といったテーマの設定・構造化が妥当だったのであろうか。生徒一人一人の欲求の

レベルや自己の意識化のレベルの違いなどを考慮すると，テーマの構造化の在り方も，より

一人一人のエピソードを生かせるよう検討することが必要となるようである。一方，Ｃ君が

Ⅱ
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「審査する」ことを十分に意識できなかったことを考慮すると，わたしたちが設定した物以

外にＣ君の欲求や興味・関心などに働きかけ「審査する」というエピソードをより明確に持

たせる物について探っていくことも必要であろう。

わたしたちは，適度な自我関与を持ち，他者との関係を確認しながら，テーマをよりよく

共有していくためのテーマの設定・構造化，物，活動相手について，このような授業での分

析を基に欲求や興味・関心といった視点からより深く探っていこうとしている。そして，次

の授業へと生かしながら指導法の在り方について研究を深めていこうとしているのである。

また，それと同時に，このような一単位時間の評価を積み重ねていくことで，最終的に単元

全体のテーマの共有の状態について評価し，単元におけるテーマの設定・構造化の在り方に

検討を加えることで，単元の学習活動を“生徒の持つテーマ”といった視点からとらえ直し，

指導計画の改善を図ろうと考えているのである。
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現場実習
４実践例

（１）単元について

現場実習は，ある期間実際の社会へ出て働く機会である。中学部３年生にとっては初めて見

知らぬ人の中に入り，望ましい集団行動や勤労，対人関係の在り方などを知るという貴重な経

験の場である。それは厳しい経験でもあり，それゆえにやり遂げたときの満足感，成就感は大

きい。本単元で，現場実習に向けて仕事内容や約束ごとなどについて学ばせたり，目当てを決

めさせたりすることは，現場実習への見通しや心構えを持たせることになり，また働くことの

意識を高められ，初めて現場実習を経験する生徒たちにとって意義のあることと考える。

生徒たちは現場実習について大まかなイメージは持っているものの，普段と異なる環境では，

自分を十分に発揮できない面も見られる。またこれまでの校内実習等で役割を意識し協力して

取り組む姿が見られたものの，最後まで集中して仕事を続けることや報告，言葉遣いなどの点

で課題があった。

そこで本単元では，間近に迫った現場実習に向けての学習を通して現場実習への見通しや意

欲を持たせること，そして職場で働くことへの興味・関心や対人関係の在り方についての意識

を高めていくことを目標に活動を設定していくことにした。

(2)単元の学習活動（テーマ）の構造化

過去の現場実習を思い出す－－[二蝋:鰯蕊難

今靭現場実習耐画を立言ゼ溌・
実習先,場所を調べる－て撫灘る
職場見学をする－－工欝Ｉこ鰹内容を確認する

仕事繍聴＝哩墓蓉薫=妻を見‘

通勤方法を調べる_一に謡蕊織を調べる

職場雪生活…E墓菱;緋。
壮行会について知る－に泰難

発表の準備をする－－E霊欝

網の様子を振り返る一聯鱗見る

鵬実繍立潮干

を聴砺に

撤誇十
(2鱒する-王

会に参加
る

る

先
実
実
鯛
鵬

習実

現場実章言欝する壬

－モ

図６ ｢現場実習をする」の構造図
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「現場実習」の学習活動を構造化する際は，生徒たちの欲求，興味・関心等を基に，生徒の

生活のまとまりや流れを考慮し，生徒たちの意識しやすい活動のまとまりごとにテーマを設定

していった。具体的には図６に示すように「現場実習をする」を中心テーマとして設定し，生

徒の意識しやすい活動のまとまりごとに「現場実習の計画を立てる」，「実習先を調べる」，

「現場実習の準備をする」，「現場実習の壮行会の準備をする」，「現場実習の反省をする」

というエピソードを設定した。更にそれらの一つ一つをテーマとしてとらえ，それぞれを構成

するエピソードを生徒一人一人の実態から探り出して構造化していった。

(3)一単位時間のテーマの設定，構造化

本時は「現場実習の準備をする」の中の「仕事内容を確認する」の実践例である。

生徒たちは，これまでに過去の現場実習のＶＴＲを視聴したり，自分の実習先や仕事内容など

について調べたりしており，現場実習への興味・関心も高まってきている。また前日に実際の

職場を見学してきており，自分の実習先や仕事内容について具体的に意識できるようになって

きている。そこで職場見学の様子を振り返りながら，自分の仕事内容と気を付けることを確認

して職場実習への意欲や見通しを持たせていくことにした。

○テーマの設定・構造化

本時では，自分の仕事内容について具体的に意識しやすいと思われる「仕事内容を確認す

る」というテーマを設定し，図７に示すような構造化を行った。具体的にはこれまでの学習

で用いてきた学習計画表や目当てカードを提示し「仕事内容を確認する」というテーマを意

識させ学習への意欲を高めていく。次に前日の職場見学のＶＴＲを視聴させることで，興味・

関心を高く持たせながら実習先や仕事内容を具体的に思い出させるようにする。そして実際

の「仕事内容を確認する」というテーマは更に「発表する」と「動作化する」，「友達の仕

事内容を見る」というエピソードの構造とした。「発表する」もまた，「絵カードを選ぶ」

と「発表する」，「発表を聞く」の構造にし，言葉だけでの発表が苦手なＨＥやＫ､Ｍも共有

できるようにした。動作化させる場合は一人ずつみんなの前で行わせ，承認の欲求に応じる

とともに見ている生徒にも友達の仕事内容により関心を持たせ「友達の仕事内容を確認する」

というテーマを共有させていきたい。

○物

生徒たちにテーマを意識させ，様々 なエピソードを展開させうる物として次のような物を

準備した。

①ＶＴＲ②絵カード③仕事で用いる道具（ハンガー，ガーゼ，ビニル袋，果

物，箱，シール，菓子など）

①は生徒たちが実習先や仕事内容を思い出すのを助けるための物である。全員が興味・関

心の高い物であるため集中して視聴し，テーマを共有して活動できると考える。また，②は

仕事内容の発表のときに用いる物である。それはＶＴＲの中から自分の仕事をより明確に意識

させるものであり，思い出したり発表したりするときの手立てとなると考える。また，言葉

だけでの発表が困難なＨ､ＥとＫＭは，自分の絵カードを選ぶことで「発表する」というテー

マが共有できると思われる。③は実際の仕事で用いる物で，自分でやってみたいという気持
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ちを引き出すことができる。また，それらを使って動作化することでより具体的に「仕事内

容を確認する」というテーマを意識できるものと考える。

○ 活 動 相 手

本学級の生徒たちは，これまで学校生活を共にする中で，様々な場面でお互いのテーマの

構造を意識し，かかわり合えるようになってきつつあり，現場実習の学習においても自分の

仕事内容だけでなく，友達の仕事内容もある程度理解できつつある。そこでお互いの仕事内

容や気を付けることを確かめ合うという活動において，「発表する人」と「確認する人」と

の関係で，全員がそれぞれに活動相手となるような状況を設定した。つまり一人（あるいは

二人）が発表しているとき，その活動相手はその他全員ということになる。このとき教師は

見ている側の生徒に説明したり，上手にできたか承認を求めたりすることで友達の仕事への

関心を高めるとともに，「仕事内容を確認する」というテーマをより共有させられると考え

る。ただし，同じ職場に行くＨ､ＭとＫ､Ｍ，Ｔ､ＨとＨ､Ｅは二人で一緒に発表させ，同じ職場に

行く仲間であることを強く意識付けていきたい。

(4)評価

わたしたちはテーマのよりよい共有をめざして，「仕事内容を確認する」というテーマを設

定し，それを構造化していくとともに物，活動相手を設定していった。そこで，よりよくテー

マを共有できたかどうかを次のような手順で評価を行っていくとともに，テーマの設定・構造

化や物，活動相手の設定の仕方について分析・考察を加えていった。

○あらかじめ教師が想定したテーマの構造図と生徒一人一人の展開したエピソードとを照合す

る。

○授業場面と予想した個々の生徒のテーマのまとまりとの比較検討を行い，個々の生徒がより

よく共有していたのかどうか評価する。

○活動相手との間で展開されたエピソードを分析することで，お互いの共有の状態について評

価する。

ここでは，図７に示すようにＹ､ＴとＨ､Ｍを例に挙げて，教師が想定した構造図と実際の授業

の中で展開したエピソードとを照合し，個々の生徒のテーマのまとまりやよりよくテーマを共

有できたか分析・考察することにした。
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図７－１テーマ「仕事内容を確認する」の構造図（Ｙ､Ｔの場合）
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[ﾏ而蕩苔］「仕事内容を確認する｣の下位のｴピｿー ドまで十分に展開し,ﾃー ﾏを共有でき
るであろうと予想した。実際は「自分の仕事内容を確認する」については予想どおり「仕事内容を

発表する」，「仕事内容を動作化する」の下位のエピソードまで十分に展開している。ところが，

「友達の仕事内容を見る」については，注意が向かないことが多く，エピソードを十分に展開する

までには至っていない。つまり「仕事内容を確認する」というテーマについてはよりよく共有でき

たとは言い難いのである。

このことを，Ｙ,Ｔの自己の意識化，自我関与という面から分析してみると，自分のすることにつ

いては自我関与も高く意欲的に活動に取り組めるようである。ところが，友達の仕事内容を見ると

いう自分が活動の中心でない場面になると，よそ見をしたり手遊びをしたりするなど注意が向かな

いことが多く，友達の発表を見ながらよかった点を賞賛したり，悪かった点を指摘したりすること

ができなかった。これは相手の活動を見るという活動が受動的なため，自我関与も高まらず，集団

における自分の置かれている立場や相手の立場をあまり意識できずに，自分の持てるであろうエピ

ソードを十分に展開できなかったのではないかと考えられる。そこで本児にとっては「友達の仕事

内容を見る」の構造化の在り方や物，活動相手に検討を加える必要があったと思われる。例えば，

「友達の仕事内容を審査する」，「友達の仕事内容を動作化する」を設定するなど，本児の自我の

成熟段階等十分実態を踏まえておく必要があった。

「雨v而蕩苔。「仕事内容を確認する｣の下位のｴピｿー ドを,ある程度展開できﾃー ﾏを共有で
きると想定した。実際は，「自分の仕事内容を確認する」について一人で自ら持てるであろうエピ

ソードを十分に展開できないものの，教師の援助でエピソードを展開することができた。また，「友

達の仕事内容を見る」については，友達の発表や活動の様子をよく見ており，良否の判断を行うな

ど様々なエピソードを十分に展開している。つまり「仕事内容を確認する」というテーマをよりよ

く共有できたと言える。

このことを，Ｋ､Ｍの自己の意識化や自我関与から分析してみると，大勢の前で発表したり，動作

化したりするような場面では，過度に自我関与が高まり緊張し，自分を十分に発揮することができ

ず，エピソードを展開できにくいと考えられた。ところが絵カードを準備したり，教師や親しい友

達が共に活動したりすることで，適度な自我関与の基で緊張も和らぎ，「発表する」というエピソー

ドを十分に展開することができたと考える。また，「友達の仕事内容を見る」では，特に自分が注

目されていない安定した状態では適度に自我関与が働き，仕事内容を発表している友達との関係の

中で自分の行動を調整することができ，友達の発表に「ブー」と言い，良否の判断をするなど，様々

なエピソードを展開することができたと考えられる。これらのことからテーマの構造化や物，活動

相手の設定という点でよかったのではないかと考える。

Ｙ､ＴとＫ､Ｍの例を示したが，生徒たちの活動を全体的に見て’自ら展開できるであろうエピソー

ドを展開し，大まかにはテーマを共有することができたと考える。ところが，細かく分析してみる

と，「友達の仕事内容を見る」については，活動相手のところで述べたように「発表する人」，「確

認する人」という活動を設定することで，お互いのテーマのまとまりから十分にエピソードを展開

できるのではと考えたが，Ｙ､Ｔの例のように，実際は十分に相手を意識したエピソードが展開しき

れなかった生徒が見られた。なぜこのような結果になったのかテーマの構造化，物，活動相手の設
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定などについで分析してみると，まず構造化の面では，個々の自己の意識の実態から「見る」活動

の中に「～する」活動を設定する必要はないか，また物の設定として，もっと相手の活動を意識さ

せる物の準備はできないか，そして活動相手として，特定の生徒を設定する必要はないかなど考え

る必要があったように思う。例えば，生徒によっては「友達の仕事内容を見る」の下位のエピソー

ドに「友達の仕事内容を審査する」，「友達の仕事内容を動作化する」などを設定する。その際，

物の設定として審査の観点を示した表や○×

カード，仕事の道具など準備することでより

テーマを意識させたり，多くのエピソードを展

開できるようになると考える。また見る立場の

生徒が，審査する人，友達の仕事内容を動作化

する人という立場であることを明確にすること

は，活動相手を意識することにつながり，より

よい共有がなされるのではないかと考える。更

に，生徒によっては，見ている側の生徒に説明

したり，上手にできたか問いかけたりするなど

の教師のかかわり方で，各自の「友達の活動内

容を見る」のエピソーードをより展開できやすく

し，友達の仕事への関心を高めることができた

のではないかと考える。このように「友達の活動を見る」については，自我の成熟段階や欲求，興

味。関心をよりいっそう考慮し，個に応じた構造化，物，活動相手の設定の仕方に検討を加える必

要があると考える。

（５）単元の反省

上記のように一単位時間の評価を積み重ねていくことで，最終的には単元全体のテーマの共

有の状態について評価を行った。

「現場実習をする」というテーマを設定し，そのテーマについて生徒一人一人の興味・関心

等に応じたエピソードにより，構造化を図り，様々なエピソードを展開させるであろう物を準

備したり，活動相手を工夫しながら授業を行ってきた。生徒たちは，初めは［現場実習をする」

というテーマについてぼんやりと意識するだけで，自分の実習先，仕事内容を意識することが

やっとだった。しかし，実習先や仕事内容等が示してある一覧表や実習先の地図，具体的な仕

事道具等の物を準備したり，「自分がする」，「友達の活動を見る」という学習活動を設定し，

活動相手を工夫したりする中で，生徒たちは自分の実習先や仕事内容，そして気を付けること

まで意識し発表することができるようになった。更に，自分と友達との関係の中で友達の実習

先や仕事内容まで意識し発表するなど，「現場実習をする」というテーマをより大きなまとま

りで意識し，よりよく共有できた。そのことで，現場実習への見通しや意欲を持てるようにな

ってきた。しかし，反省として構造化の中で「現場実習壮行会の準備をする」というテーマに

ついては，「現場実習をする」というテーマの中で生徒の意識としては意識しづらい。この位

置づけや設定の仕方について再検討を行っていく必要がある。また評価のところで反省として
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上げられている「友達の活動を見る」の構造化の在り方や物，活動相手の設定については，単

元全体を通しても言えることであり，今後検討をしていく必要がある。
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５まとめと今後の課題

私たちは，これまで述べてきたように「かかわり合いの豊かな子供を育てる教育課程の編成」

という研究主題の基，生活単元学習の指導計画作成及び「テーマのよりよい共有を図る」という

視点からの実践研究に取り組んできた。ここで，これらの研究についてまとめるとともに，今後

の研究へ向けて課題を明確にしておきたい。

生活単元学習の指導計画については，生徒たちの持つ生活上の課題と欲求，興味・関心とを関

連付けて指導内容を導き出し，学習活動・内容の設定の視点を明確にしながら作成を行ってきた。

このことにより，各単元の学習活動が，生徒たちの意識のまとまりや流れに沿い，生徒たちの主

体的な活動を引き出すものとなったと考える。また，学習活動の場の拡大，現実の生活に基づい

た活動，集団構成の工夫など考慮してきたことも，日常生活場面で生徒たちの興味・関心の対象

を広げ，豊かにかかわり合う姿へ結び付くものとなったと考える。実践研究は，このような指導

計画の学習活動を「テーマのよりよい共有を図る」という視点からとらえ直し，テーマの共有を

図るための指導法を深めていこうとするものであると同時に，指導計画における学習活動の設定

の仕方，展開の在り方について検討を加えていこうとするものであった。つまり，指導計画の学

習活動をテーマととらえ，一人一人の欲求や興味・関心，あるいは認知，身体的なレベルに応じ

たエピソードにより構造化し，そのテーマを共有させるための物，活動相手について検討してき

たのである。そして，わたしたちの作成した各単元における指導計画の学習活動のまとまりが，

生徒のテーマとして存在するものであったのかを検証し，指導計画の充実を図ってきているので

ある。

このような実践研究を通して，学習活動の中で生徒がテーマとして意識しづらく，まとまりや

流れとして疑問となる活動も見いだせるようになってきた。またそれとともに，授業の中で生徒

たちが単元全体を見通して主体的に活動したり，友達と協力して活動したりする場面が多く見ら

れるようになってきた。

この研究においては，十分な実践の期間を設けられず，各単元の指導計画の修正，テーマ.のよ

りよい共有を図るための指導法についてまとめるまでには至らなかったが，本視点の妥当性を検

証し，以下に示した課題を踏まえつつ今後更に研究を継続していきたいと考えている。

＜今後の課題＞

○生徒の持つテーマという視点からの指導計画修正

○テーマを構成するエピソードのとらえ方とその設定の仕方の検討

○テーマのよりよい共有の評価

・構造図におけるテーマのまとまりのとらえ方の検討

・テーマ，エピソードを展開するに当たっての物，活動相手について，構造図における評価の

在り方の検討

・共有の状態についてのより客観的な評価の検討

○テーマの共有を図るための物，活動相手の在り方についてのまとめ
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